
開催概要　

　
ジ

パ
ン
・
ツ

リ
ズ
ム
・
ア
ワ

ド
　

明日に役立つ知恵を習得
専門家が登壇、最新トレンドを紹介

テーマ別シンポジウム ﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂な
ど
新
設

応
募
数
は
過
去
最
多
の

件
に

　
基
調
講
演
　

＆
　

Ｔ
Ｅ
Ｊ
観
光
大
臣
会
合

横
浜
園
芸
博
ま
で
半
年

協
会
事
務
総
長
が
登
壇

働き手に選ばれる観光産業へ
●国内観光シンポジウム

「ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ　２０２７」を契機とした
●インバウンドシンポジウム

インバウンドプロモーションと双方向交流

ＡＩを活用した海外旅行高付加価値化の創造
●海外旅行シンポジウム
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昨年の表彰式の様子

昨
年
開
催
の
国
内
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

　
初
日
の

日
朝
に
は
第

回﹁
ジ

パ
ン
・
ツ

リ
ズ
ム
・
ア
ワ

ド
﹂の
表
彰
式

も
行
わ
れ
る
今
回
か
ら﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂﹁
ス
タ

ト
ア

プ
特
別
賞
﹂が
新
設

さ
れ
て
お
り
初
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
は
株
式
会
社
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ︵
ナ
ラ

テ

ブ
大
久
保
泰
佑
代
表
取
締
役
︶の
文
化
財
再
生
事
業﹁
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

　
ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
﹂が
受
賞
し
た
ス
タ

ト
ア

プ
特
別
賞
に
は
デ


・
エ
ヌ
・

エ

に
よ
る
Ａ
Ｉ
と
ゲ

ミ
フ

ケ

シ

ン
を
融
合
し
た
独
創
的
な
体
験﹁
ワ
ン

ダ
リ
ア
横
浜
﹂が
選
出
さ
れ
た


昨
年
開
催
の
様
子

　
今
回
の
応
募
件
数
は
２

７
２
件︵
自
薦

２
５
４
件


他
薦


件
︶と
過
去
最
多


前
回
の
２
１
３
件
を
大
幅
に

上
回

た
持
続
可
能
な
観

光
に
向
け
た
取
り
組
み
に
加

え
ツ

リ
ズ
ム
の
力
で
地

域
産
業
の
維
持
・
発
展
に
貢

献
し
他
地
域
の
モ
デ
ル
と

な
り
得
る
も
の
が
多
く
見
ら

れ
た


　
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

は
古
民
家
再
生
な
ど
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
全
国

で
展
開
年
間
約
４
万
棟
が

失
わ
れ
て
い
る
古
民
家
を
は

じ
め
地
域
資
源
を
面
的
に

再
生
し
補
助
金
に
依
存
し

な
い
民
間
自
走
型
の
事
業
モ

デ
ル
を
確
立
し
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
た


　﹁
国
土
交
通
大
臣
賞
﹂は


北
海
道
美
唄
市
の
ス
キ

場

﹁
Ａ
ｌ
ｐ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
　
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
﹂

と
美
唄
市
に
よ
る﹁
冬
眠
す

る
ゴ
ル
フ
場
か
ら
始
ま
る
地

域
創
生
﹂が
受
賞
冬
季
閉
鎖

が
常
識
だ

た
ゴ
ル
フ
場

を
日
本
最
大
級
の
雪
上
ア

ク
テ

ビ
テ

フ


ル
ド

へ
転
換
し
通
年
雇
用
と
地

域
経
済
の
好
循
環
を
実
現
し

た
先
進
事
例
と
し
て
注
目
を

集
め
た


　﹁
経
済
産
業
大
臣
賞
﹂は


北
海
道
の
倶
知
安
観
光
協
会

が
受
賞
ス
キ

リ
ゾ

ト
・

ニ
セ
コ
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
庁
認
証
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
住
民
優
待
サ

ビ
ス﹁
Ｋ

ｕ
ｔ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
　
Ｉ
Ｄ
＋
﹂

と
町
民
限
定
体
験﹁
Ｋ
ｕ
ｔ

ｃ
ｈ
ａ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ

ｌ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ

ｅ
﹂を
展
開
し
た
価
格
高
騰

が
進
む
リ
ゾ

ト
地
で
住
民

の
暮
ら
し
を
守
り
な
が
ら


需
要
の
平
準
化
と
継
続
的
な

雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た


　﹁
観
光
庁
長
官
賞
﹂は
３

団
体
が
受
賞
新
潟
県
・
燕
三

条
工
場
の
祭
典
実
行
委
員
会

の﹁
燕
三
条
工
場
の
祭
典
﹂

富
山
県
・
ジ
ソ
ウ
ラ
ボ
の﹁
つ

く
る
人
を
つ
く
る
　
人
材
輩

出
ま
ち
井
波
﹂北
海
道
・
フ


イ
タ

ズ
ス
ポ

ツ
＆
エ

ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
の﹁
北

海
道
ボ

ル
パ

ク
Ｆ
ビ
レ


ジ

世
界
が
ま
だ
見
ぬ
ボ


ル
パ

ク
を
作
ろ
う

﹂

が
選
出
さ
れ
た


　﹁
実
行
委
員
長
賞
﹂は
バ

ヌ
ア
ツ
共
和
国
を
拠
点
と
す

る
Ｃ
ａ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
　
Ｉ
ｍ

ｐ
ａ
ｃ
ｔ
の
活
火
山
を
生

か
し
た
ス
ポ

ツ
ツ

リ
ズ

ム
の
取
り
組
み﹁
Ｙ
ａ
ｓ
ｕ

ｒ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｃ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｒ

ｕ
ｎ
﹂が
受
賞
し
た


　﹁
学
生
が
選
ぶ
ジ

パ
ン
・

ツ

リ
ズ
ム
・
ア
ワ

ド
﹂

は
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
Ｌ
ｅ
ｕ


︵
レ
ウ
︶に
よ
る
地
域
活
性
化

・
関
係
人
口
拡
大
の
取
り
組

み
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

風
の
ヘ
リ
テ

ジ
に
よ
る
愛

媛
県
の﹁
大
洲
城
キ


ス

ル
ス
テ
イ
﹂が
受
賞
し
た


　
こ
の
ほ
か
﹁
審
査
委
員
特

別
賞
﹂に

団
体
﹁
入
賞
﹂に


団
体
が
選
ば
れ
た


　

日
の
午
後
１
時
か
ら

は

基
調
講
演
が
会
議
棟
６

階
会
議
室
で
行
わ
れ
る

今

回
の
基
調
講
演
は

２
部
制

に
変
更
さ
れ
て
い
る


　
冒
頭

分
で
行
わ
れ
る
講

演
に
は

２
０
２
７
年
国
際

園
芸
博
覧
会
協
会
事
務
総
長

の
河
村
正
人
氏
が
登
壇


﹁
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
２
０
２
７

開
催
半
年
前

を
迎
え
て

﹂
を
テ

マ
に

講
演
を
行
う

午
後
１
時
半

か
ら

分
間
の
間
は

世
界

観
光
機
関
︵
Ｕ
Ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
︶
賛
助
会
員
お
よ

び
官
民
連
携
担
当
部
長
の
イ

オ
ン
・
ヴ

ル
ク
氏
が

午

後
１
時

分
か
ら
午
後
２
時

ま
で
の
間
は

世
界
旅
行
ツ


リ
ズ
ム
協
議
会
︵
Ｗ
Ｔ
Ｔ

Ｃ
︶
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
＆
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
グ
ロ
リ
ア
・
ゲ
バ
ラ
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
す
る

聴

講
で
き
る
の
は
招
待
者
の
み

だ
が

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

の
ラ
イ
ブ
・
録
画
配
信
も
予

定
さ
れ
て
い
る


　
続
け
て
行
わ
れ
る
﹁
Ｔ
Ｅ

Ｊ
観
光
大
臣
会
合
﹂
で
は


﹁
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ

リ
ズ

ム
の
先
へ

再
生
型
ツ

リ

ズ
ム
へ
の
投
資
戦
略
﹂
を
テ


マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ

ス

カ

シ

ン
が
行
わ
れ
る


こ
ち
ら
も
２
部
制
で

午
後

２
時

分
か
ら
３
時

分
ま

で
の
第
１
部
は
観
光
大
臣
会

合

午
後
３
時

分
か
ら
４

時

分
ま
で
の
第
２
部
は
世

界
観
光
リ

ダ

会
合
が
開

催
さ
れ
る


　
第
１
部
は

世
界
各
国
の

観
光
大
臣
と
Ｕ
Ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
が
参
加

モ
デ
レ


タ

は

コ
ネ
ク
ト
ワ


ル
ド
ワ
イ
ド
・
ジ

パ
ン
代

表
取
締
役
の
マ

ジ

リ


・
デ


イ
氏
が
務
め
る


　
第
２
部
は

Ｕ
Ｎ
　
Ｔ
ｏ

ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
や
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
に

加
え

ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光

協
会
︵
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
︶

ヨ


ロ

パ
観
光
委
員
会
︵
Ｅ
Ｔ

Ｃ
︶
な
ど

複
数
の
団
体
か

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇

モ

デ
レ

タ

は

関
西
大
学

や
流
通
経
済
大
学
の
客
員
教

授
な
ど
を
務
め
る
パ
ト
リ


ク
・
ハ

ラ
ン
氏
が
担
当
す

る


【基調講演】
講師＝早稲田大学大学院経営管理研究科研究科
長・教授・池上重輔氏
【パネルディスカッション】
ファシリテーター＝池上重輔氏
パネリスト＝日本航空・伊藤翔次郎氏▷長野県
観光機構・佐藤啓介氏▷西武・プリンスホテル
ズワールドワイド　新横浜プリンスホテル・杉
田喜紀氏▷東日本旅客鉄道・松木絢香氏

　日本観光振興協会が今年６月に策定した観光
産業の中長期ビジョン「年、日本を価値創
造型観光大国へ」を踏まえながら、基調講演と
パネルディスカッションを通して日本の観光産
業の方向性、仕事やキャリアの変化について考
える。観光産業の「旅行を提供する産業」から
「地域と人の新しい価値をつくる産業」への転
換に向け、若い世代を含む多様な人材が挑戦し
たいと思える産業にするために何が必要なのか
を提起する。

【基調講演①】
講師＝年国際園芸博覧会協会
【基調講演②】
講師＝横浜市観光協会
【パネルディスカッション】
登壇者＝年国際園芸博覧会協会・池谷巌氏
▷横浜市観光協会・河東宗平氏▷タイ国政府観
光庁東京事務所・藤村喜章氏
モデレーター＝日本政府観光局・若松務氏

　「ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ　」について、
インバウンドプロモーションと双方向交流への
活用の可能性を探る。基調講演では、年国
際園芸博覧会協会からの最新情報や、開催都市
・横浜市のインバウンド戦略を紹介。パネルデ
ィスカッションでは、日タイ観光交流の拡大や、
年にタイ・コラートで開催予定の国際園芸
博覧会を視野に入れ、両博覧会を通じた日タイ
連携の双方向交流の強化とレガシーの継承など
について議論する。

【パネルディスカッション】
導入の説明＝日本旅行業協会・酒井淳氏▷同海
外旅行推進部・松岡正晴氏
ファシリテーター＝ＪＴＢ総合研究所・小野寺
薫氏
パネリスト＝トラベルボイス・鶴本浩司氏▷味
香り戦略研究所・早坂浩史氏▷日鉄ソリューシ
ョンズ・籏野いづみ氏▷東武トップツアーズ・
篠原俊成氏

　海外旅行市場の持続的な成長を担う旅行会社
が、ＡＩとどう向き合い、共存していくかを考
えるパネルディスカッション。属人的な体験提
案を「集合知化」する道筋と、旅行会社にしか
できない付加価値を、他業界の有識者・業界メ
ディア・ＡＩベンダー・旅行会社の実践者がそ
れぞれの現場から掘り下げる。ＡＩを脅威とし
てではなく、「より質の高い提案を生む力＝高
付加価値」として捉え、旅行各社が自社で実践
できる糸口を持ち帰れる場を目指す。


